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取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：８月13日

心に響く影響力を持った発信者になりたい

◆
3
・
11
と
避
難
の
記
憶

大
堀
小
学
校
の
５
年
生
で
し
た
。

大
掃
除
が
終
わ
っ
て
着
替
え
を
し
て

い
た
時
に
地
震
が
起
き
、
全
校
生
が

校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。
私
と
２
つ

年
下
の
妹
は
一
緒
で
、
迎
え
に
来
た

両
親
、
兄
と
家
に
帰
る
途
中
に
買
出

し
に
立
ち
寄
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
は
停
電

で
、
苅
野
の
コ
ン
ビ
ニ
で
や
っ
と
買

物
が
で
き
ま
し
た
。
避
難
し
よ
う
と

し
た
近
所
の
屯
所
は
地
区
の
人
た
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
、
車
中
泊
に
な
り
ま

し
た
。

避
難
指
示
の
前
に
津
島
に
避
難

し
て
２
日
。
埼
玉
県
の
親
戚
に
１
〜

２
週
間
お
世
話
に
な
っ
た
後
、
二
本

松
市
の
体
育
館
か
ら
温
泉
旅
館
、
そ

の
後
ア
パ
ー
ト
は
２
回
引
っ
越
し
ま

し
た
。
３
〜
４
年
前
に
浪
江
の
家
を

壊
し
て
、
今
の
二
本
松
市
油
井
の
家

に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

あ
の
頃
は
大
地
震
や
原
発
事
故
、

避
難
な
ど
に
対
す
る
知
識
が
な
く

て
、
た
だ
親
に
つ
い
て
行
っ
た
と
い

う
か
、
引
越
し
も
突
然
で
考
え
る
暇

も
な
く
、
生
活
し
て
い
く
の
に
精

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
進
学
し
た
二
本
松
市
立
東
和
中

学
校
で
は
、
そ
の
環
境
に
慣
れ
る
こ

と
や
友
達
を
作
る
こ
と
に
、
と
て
も

時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

で
も
、
２
学
期
に
学
級
委
員
に

立
候
補
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
変

わ
れ
ま
し
た
。
高
校
で
は
生
徒
会
役

員
や
部
活
動
の
部
長
を
経
験
し
た
こ

と
で
、
や
り
が
い
や
達
成
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

人
と
し
て
徐
々
に
自
信
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

◆
興
味
・
関
心
が
多
い
の
が
悩
み
の
種

避
難
所
で
福
岡
県
か
ら
来
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
中
学
生
か
ら
高
校

1
年
生
の
頃
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ

イ
カ（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
））
の
よ
う
に
、
世
界
で
誰
か
を

救
え
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
県
立
安
達
高
校
に
進
ん
で

２
、
３
年
生
に
な
る
と
、
や
っ
て
み

た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
自
問
自
答
の

日
々
で
し
た
。

大
学
生
に
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
活
性
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

L
G
B
T
な
ど
の
テ
ー
マ
に
加
え

て
、
心
理
学
や
音
楽
な
ど
に
も
興
味

を
ひ
か
れ
て
い
て
、
今
は
世
界
で
起

こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
目
を
向
け
な

が
ら
福
島
や
浪
江
町
で
活
躍
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

母
校
の
大
堀
小
学
校
が
廃
校
に

な
る
と
聞
き
、
7
月
に
、
同
級
生
8

人
と
行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
学
年

は
30
人
で
し
た
が
、
幼
稚
園
か
ら
一

緒
の
子
も
い
て
、
何
年
た
っ
て
も
幼

な
じ
み
の
絆
は
強
い
で
す
ね
。

８
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
浪

江
町
の
道
の
駅
に
、
家
族
と
行
っ
て

き
た
の
で
す
が
、
温
か
さ
を
感
じ

て
、
い
つ
か
幼
な
じ
み
と
一
緒
に
行

き
た
い
、
地
方
で
活
躍
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
人
に
関
わ
れ
る
仕
事
な

ら
、
力
を
発
揮
で
き
そ
う
な
気
が
し

ま
す
。

◆「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
」の
一
年

大
学
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な

り
、
住
ん
で
い
た
寮
も
４
月
に
閉
鎖

に
な
っ
た
た
め
、
実
家
に
戻
っ
て
い

ま
す
が
、
福
島
を
知
る
良
い
機
会
と

捉
え
て
い
ま
す
。
福
島
の
人
た
ち
と

も
っ
と
関
わ
っ
た
り
、
福
島
を
伝
え

る
た
め
に
、
学
び
の
機
会
を
増
や
し

た
り
、
家
族
と
話
を
す
る
こ
と
で
発

想
を
切
り
替
え
て
い
ま
す
。
こ
の
環

境
に
適
応
し
て
、
も
っ
と
成
長
し
た

い
で
す
。

７
月
か
ら
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
「
S
D
G
s
朝
活（
エ
ス
デ
ィ
ー

ジ
ー
ズ 

ア
サ
カ
ツ
）」
の
運
営
メ
ン

バ
ー
に
な
り
、
大
学
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
様
々
な
大
人
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
活

動
を
通
じ
て
、
影
響
力
を
持
っ
た
発

信
者
、
例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

の
よ
う
な
存
在
に
な
れ
た
ら
、
次
の

ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
。

▲カフェ「ＯＢＲＩ」の入り口にて。いろんな人に
出会いながら、どうぞお健やかに

小野田　恵佳さん（小野田）

恵佳さんは千葉県柏市の麗澤大学３年生ですが、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止
に伴い、大学がリモート授業となり、履修する授業はほとんど自宅で受講できるため、今は二
本松市の実家でご両親や妹さんと過ごしていらっしゃいます。
この取材は、ご実家のすぐそばにある、NPO法人コーヒータイムが経営するカフェ「ＯＢ
ＲＩ（オブリ）」で行いました。浪江を思う恵佳さんとの新しいご縁が、またここで生まれたら
すてきなことでしょう。

福島県

き
ず
な
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
〝浪江のこころプロジェクト〟は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第112号 ●

「浪江のこころ通信／第112号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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